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第２章   みよし市の食をめぐる現状と課題 

 

 

 

１ 基礎統計 

（１）人口構成 

① 人口・世帯数の推移 

本市の人口・世帯数はともに年々増加しており、平成27年では、人口

は61,810人、世帯数は22,552世帯となっています。 

人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査   
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② 年齢３区分別人口の推移 

年齢３区分別人口は、生産年齢人口、老年人口ともに年々増加している

のに対し、年少人口は平成22年をピークに減少しており、平成27年では、

年少人口は10,170人、生産年齢人口は40,940人、老年人口は10,371

人、高齢化率は16.9％となっています。 

 

 

年齢３区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査  

※年齢不詳を除く  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年少人口（０～14歳） 生産年齢人口（15～64歳）

老年人口（65歳以上） 高齢化率

7,198 9,034 10,892 11,152 10,170

29,607 34,396 39,431 40,431 40,940
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③ 年齢階層別人口構成 

年齢階層別人口構成は、男性が32,646人、女性が29,164人となって

おり、その年齢階層別の構成は次のとおりです。特に30歳から54歳まで

の子育て世代の人口が多いことが分かります。 

 

年齢階層別人口構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 27年） 

 

 

 

 

 

 

 

【　男性　】 【　女性　】
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2,151

1,657

2,036

2,281

2,451

3,167

2,929

2,351

1,665

1,491

1,666

1,476

1,030

548
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01,0002,0003,0004,000
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40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

（人）

1,488

1,553

1,894

1,908

1,500

1,583

1,844

2,040

2,867

2,478

1,848

1,355

1,338

1,693

1,418

930
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1,294
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85歳以上

（人）

【　男性　】 【　女性　】
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（人）

1,488

1,553

1,894

1,908
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1,844

2,040
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1,848

1,355
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65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

（人）

男性：32,646 人 

※年齢不詳 196 人を除く 

女性：29,164 人 

※年齢不詳 133 人を除く 
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（２）世帯の状況 

本市の世帯の状況をみると、「夫婦と子ども」世帯が38.4%と最も多く、

次いで「単独」世帯が27.4%、「夫婦のみ」世帯が18.6%となっています。

愛知県との比較では、「夫婦と子ども」世帯が約9ポイント高くなる一方、

「単独」世帯は約６ポイント低くなっています。 

 

 

 

世帯の家族類型別一般世帯数の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 27年） 

 

 

  

みよし市 愛知県

核家族世帯 親族のみ世帯 
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9 

 

（３）地域の食資源 

① 農産物 

ア 生産状況 

本市の主な農産物の栽培面積をみると、米や小麦のほか、ぶどう、柿が

20haを超える面積があり、市の特産品となっています。 

主な農作物の生産状況 

農産物名 栽培経営体数 栽培面積（ha） 

水稲 220 235 

小麦 5 28 

日本梨 35 －※ 

ぶどう 54 22 

柿 84 28 

梅 21 10 

資料：農林業センサス（2015年） 

※農林業センサス 2015 年当時、主に梨を栽培している地区で、畑の区画整理事業

が実施中であり、苗の作付けが行われていなかったため。 

 

イ 直売施設 

市内には、グリーンセンター三好店、グリーンステーション三好、さん

さん市場、軽トラ市などの農産物直売施設があり、みよし市でとれた野菜

や柿、梨、ぶどうなどの果物も販売されています。 

直売施設の概要 

直売施設名 特徴 

グリーンセンター 
三好店 

ＪＡの農産物直売施設で、本市の新鮮な農産物を販売しています。 

グリーンステーショ
ン三好 

ＪＡの果樹選果場直売施設で、本市の特産物である柿・梨・ぶどう
などの果物を販売しています。 

さんさん市場 

「みよしまち育て塾」の中の「農地有効活用を考えるグループ」
が、『みよしは直売所ができることで、作り手が増え、農地の有効
活用ができるのでは？』とのアイデアから開いたもの。農家の皆
さんが収穫した新鮮な農産物が並びます。 

軽トラ市 
軽トラックの荷台などを店舗に見立てた朝市を開催しています。
新鮮な野菜や果物・加工品・雑貨などをお値打ちにお買い求めい
ただけます。 
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② 食に関する産業（飲食店・小売店） 

市内には、飲食店における栄養成分表示を始め、食育や健康に関する情

報を提供する「食育推進協力店※」が20店舗あり、うち14店舗が栄養表示

店であり、６店舗が情報提供の店舗となっています。 

また、消費者と生産者が一緒になって、愛知県の農林水産業を支えてい

こうという、「いいともあいち運動※」を推進する販売店舗が９店舗ありま

す。 

 

 

※食育推進協力店：栄養成分表示や食育に関する情報提供等を行う飲食店として、

愛知県の「食育推進協力店登録制度」に登録された飲食店のことです。 

※いいともあいち運動：県内の消費者と生産者が相互理解や交

流を深めたり、地産地消を進めることで、県民みんなで愛知

県の農林水産業を支えていこうという、愛知県独自の取組で

す。 

 

 

 

③ 食文化 

本市には、地元でとれた柿や大根、白菜などを使った、

「柿なます」や「煮あえ」、「白菜と切干大根のおひたし」などの日常食さ

れる料理のほか、お祭りのときに食べられるすしの「はこ寿司」や「おこ

しもん」があります。 

 

伝統料理・郷土料理の概要 

料理名 特徴 

はこ寿司 みよしのお祭りのときに作られる「はこ寿司」 

とりめし 打越地区で長老が中心となって作っていた「とりめし」 

おこしもん ひなまつりに作られる米粉のお菓子「おこしもん」 

煮あえ 大根栽培が盛んだったみよしの大根の「煮あえ」 

柿なます 柿と大根の酢の物「柿なます」 

白菜と切干大根のおひたし みよし南部地域で生産されている切干大根の「おひたし」 
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（４）健康の状況 

① 子どもの健康状況 

小中学生の肥満・痩身（やせ）の状況をみると、肥満の割合は、小学４

年生女子で8.2%と最も高くなっています。全国の平均値との比較では、

全般的に全国より低くなっていますが、小学２年生男子、３年生女子、４

年生女子で全国より高い値となっています。 

痩身（やせ）の割合は、中学３年生女子で5.6%と最も高くなっていま

す。全国との比較では、全般的に全国より高くなっており、特に女子の小

学５年生以降では、全国より高い値が続いています。 

小中学生の肥満の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学生の痩身（やせ）の状況 
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② 大人の健康状況 

平成29年度の特定健康診査（国保加入者分）の結果をみると、ＢＭＩ※

値25以上の者（肥満者）の割合は、男性では50歳代、女性では70～74

歳で最も高くなっており、特に男性の50歳代では38.0％と、約４割とな

っています。 

 

肥満者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＢＭＩ：Body Mass Index の略称。体格指数のことで、「体重 kg÷（身長m×身

長 m）」で算出される肥満度を測るための国際的な指標です。医学的に最も病気

が少ない数値として 22を「標準」とし、18.5 未満なら「やせ」、25以上を「肥

満」としています。 
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（５）学校給食における地元食材の使用状況 

① 学校給食 

学校給食センターで、小中学生に向け給食を作っています。給食のご飯

はみよし市産の米を使用し、みよし市産の米を使った「米粉パン」や、特

産である果物などを献立に採用するなど、地産地消※を推進しています。ま

た、愛知県産の食材や旬の食材使用に配慮しています。 

 

学校給食の献立に使用された地元食材（平成 29 年度） 

分類 食材 

みよし市産 米、切干大根、はくさい、柿（富有）、梨 

愛知県産 

豚肉、うずらたまご、液卵、ちりめんじゃこ、焼きのり、蒸し大豆、と
うふ、油揚げ、生揚げ、納豆、がんもどき、米みそ、豆みそ、八丁みそ、
かぶ、きゃべつ、きゅうり、こまつな、さといも、じゃがいも、春菊、
セロリ、だいこん、たまねぎ、青梗菜、冬瓜、なす、生しいたけ、にん
じん、ねぎ、パセリ、ブロッコリー、ほうれん草、水菜、みつば、もや
し、モロヘイヤ、れんこん、冷凍みかんなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地産地消：地域で生産された食料（農林水産物）を地域で消費する取組のこと。

消費者にとっては、新鮮な生産物を入手でき、生産者は消費者ニーズに対応し

た生産が展開できるなどの効果があります。 
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２ アンケート調査等から見える現状 

（１）調査の概要 

① 調査の目的 

本調査は、「第２次みよし市食育推進計画」の進捗状況を評価するととも

に、「第３次みよし市食育推進計画」の策定のための基礎資料を得ることを

目的として実施しました。 
 

② 調査対象 

園児・小学２年生：みよし市に通園している保育園児・幼稚園児（年中

児）とみよし市内の小学２年生 

小学５年生・中学２年生：みよし市内の小学５年生、中学２年生 

高校生：みよし市内の高校２年生 

一般：みよし市在住の18歳以上 
 

③ 調査期間 

平成30年７月 

 

④ 調査方法及び回収状況 

対象 調査方法 配布数 有効回答数 有効回答率 

園児・小学２年生 直接配布・回収 1,436 通 1,107 通 77.1％ 

小学５年生・中学２年生 直接配布・回収 1,396 通 1,301 通 93.2％ 

高校生 直接配布・回収   280 通   273 通 97.5％ 

一般 郵送による配布・回収 1,000 通   451 通 45.1％ 
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（２）調査結果（一部抜粋） 

基本目標１ ～人づくり～ 
食の大切さや、楽しさが分かる心豊かな人を育てます 

① 「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをする人について 

 

 

 

 

 

 

 

② 農作物の栽培体験をしたことがある人について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 料理教室に参加したことがある人について 

 

 

 

 

 

 

 

いつもしている 忘れるときがある していない 無回答

回答者数 =

小学２年生、
園児

1,107
58.2 38.9 2.4 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学５年生、
中学２年生

1,301
70.9 22.6 6.3 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない したことがあるかどうかわからない 無回答

回答者数 =

小学２年生、
園児

1,107
71.2 26.6 1.4 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学５年生、
中学２年生

1,301
58.0 41.0 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

高校２年生 273 54.2 45.4 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 440 47.7 30.7 21.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

回答者数 =

高校２年生 273 15.4 83.9 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 451 27.3 71.6 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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④ 料理の手伝いをすることがある人について 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 食育に関心がある人について 

  

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２～健康づくり～ 食を通して、健康な体を育みます 

⑥ 朝食の欠食割合について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

よくある ときどきある ほとんどない 無回答

回答者数 =

小学２年生、
園児

1,107
37.7 57.7 3.9 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学５年生、
中学２年生

1,301
42.3 45.7 9.0 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえば関心がない 関心がない

無回答

回答者数 =

18歳以上 451 23.9 48.3 20.4 6.9 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答

回答者数 =

小学２年生、
園児

1,107
95.8

2.3
1.4
0.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学５年生、
中学２年生

1,301 89.8 5.4
1.8

2.7 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

高校２年生 273 82.1 7.7 4.8 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 451 86.7
2.9

3.3 7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑦ 朝食に野菜を食べている人について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 食事の栄養バランスに気を付けている人について 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答

回答者数 =

小学２年生、
園児

1,107
13.9 8.1 17.1 60.6 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学５年生、
中学２年生

1,301
25.1 14.2 18.4 41.5 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

高校２年生 273 19.0 8.1 16.5 56.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 451 28.4 10.0 13.1 47.5 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも気をつけている ときどき気をつけている

気をつけていない 無回答

回答者数 =

小学２年生、
園児

1,107
57.3 39.8 2.3 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学５年生、
中学２年生

1,301
36.7 47.3 14.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

高校２年生 273 25.6 42.9 31.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 451 45.5 45.7 8.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑨ メタボリックシンドロームの認知度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 自分の適正体重を維持する食事量を理解し実践している人につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ よく噛んで食事をする人について 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

高校２年生 273 57.1 41.8 0.70.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 451 79.2 19.5 1.10.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、意味は知らない

言葉も意味も知らない 無回答

知っていて実践している 知っているがなかなか実践できない

知らないができれば知りたい 知らないし関心がない

無回答

回答者数 =

18歳以上 357 23.0 45.4 23.2 8.1 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもよくかんでいる よくかまないときもある

ほとんどかんでいない 無回答

回答者数 =

小学２年生、
園児

1,107
35.2 62.2 1.2 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

小学５年生、
中学２年生

1,301
47.3 44.6 4.7 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

高校２年生 273 38.8 56.0 4.0 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 451 43.2 52.5 3.1 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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⑫ 買い物時に食品表示を必ず確認する人について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標３ ～環境づくり～ 食に関する環境を整えます 

 

⑬ 無駄や廃棄の少ない食事づくりを積極的に行っている人について 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 地元食材をいつも購入するように努めている人について 

 

 

 

 

 

 

 

  

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない（自分で購入しない）

無回答

回答者数 =

高校２年生 273 31.5 37.0 15.0 16.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

18歳以上 451 58.3 30.8 4.4 6.2 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもしている ときどきしている

ほとんどしていない わからない（自分で購入しない）

無回答

回答者数 =

18歳以上 451 50.1 30.6 4.0 15.1 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも購入するようにしている ときどき購入するようにしている

購入していない わからない（自分で購入しない）

無回答

回答者数 =

18歳以上 451 11.5 51.7 15.3 21.1 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 第２次みよし市食育推進計画の評価 

「第２次みよし市食育推進計画」の目標項目について、達成したものを

Ａ、目標値を達成していないが、当初値に比べ改善したものをＢ、当初値

に比べ悪化したものをＣ、評価不能項目をDとし、評価を行いました。 

また、C評価の項目を中心に、設問をかけ合せて集計をするクロス集計

を行い、要因や課題を整理しました。 

基本目標１ ～人づくり～ 
食の大切さや、楽しさが分かる心豊かな人を育てます 

「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつをする人の割合は増加して

います。しかし、農作物の栽培体験や料理教室（料理の手伝い）について

は、18 歳以上、中２・小５で改善がみられません。また、食育に関心が

ある人の割合や食育ボランティアの活動者数、食育の普及に関する事業・

活動数が減少しており、農作物の栽培や料理の機会等、食に関する活動等

を通じて、食育への関心を高めていくことが重要です。 

 

基本施策 目標項目 種類 
18 歳 
以上 

高２ 
中２ 
小５ 

小２ 
園児 

（１）食の正しい知識を身
に付け、食に対する感謝
の心を育てます 

①「いただきます」「ごちそ
うさま」のあいさつをす
る人を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
  69.3％ 55.4％ 

目標値 

（Ｈ30） 
  80.0％ 80.0％ 

現状値 

（Ｈ30） 
  70.9％ 58.2％ 

評価   B B 

（２）農作物の栽培や料理
教室など、体験型の学習
と食文化の継承をすす
めます 

②農作物の栽培体験をし
たことがある人の割合
を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
50.7％ 65.7％ 61.4％ 68.2％ 

目標値 

（Ｈ30） 
60.0％ 80.0％ 80.0％ 80.0％ 

現状値 

（Ｈ30） 
47.7％ 54.2％ 58.0％ 71.2％ 

評価 C C C B 

③料理教室（料理の手伝
い）に参加したことがあ
る人の割合を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
29.8％ 15.3％ 42.4％ 36.5％ 

目標値 

（Ｈ30） 
40.0％ 40.0％ 55.0％ 55.0％ 

現状値 

（Ｈ30） 
27.3％ 15.4％ 42.3％ 37.7％ 

評価 C B C B 



 

21 

 

 

基本施策 目標項目 種類 
18 歳 
以上 

高２ 
中２ 
小５ 

小２ 
園児 

（３）食育を広めるための
人材育成、関係者との連
携、普及啓発をすすめま
す 

④食育に関心がある人の
割合を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
73.8％    

目標値 

（Ｈ30） 
80.0％    

現状値 

（Ｈ30） 
72.2％    

評価 C    

⑤食育ボランティアの活
動者数を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
117 

目標値 

（Ｈ30） 
160 

現状値 

（Ｈ29） 
94 

評価 C 

⑥食育の普及に関する事
業・活動数を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
103 

目標値 

（Ｈ30） 
110 

現状値 

（Ｈ29） 
102 

評価 C 

 

○ 農作物の栽培体験や料理教室（料理の手伝い）の参加状況 

食事に感謝する気持ちの度合いと農作物の栽培体験や手伝いの有無を

みると、農作物の栽培体験がある人はない人に比べ、「いつも感謝の気持ち

を持っている」人の割合が高くなっています。 

農作物や食事など食を作るといった経験により、食への感謝の気持ちを

育むことができると考えられ、こうした食を作るといった体験ができる機

会を充実することが必要です。 

 

食事について「感謝する」気持ちの度合いと学校以外の場所での農作物の栽培体験や手伝いの

有無について 

＜小学５年生、中学２年生＞  

 

 

 

 

 

（
学
校
以
外
の
場
所
で
の
農
作
物
の
栽
培 

体
験
や
手
伝
い
の
有
無
） 

（食事に感謝する気持ちの度合い） 

いつも感謝の気持ちをもっている 感謝の気持ちをわすれるときがある

まったく感謝の気持ちはもっていない 無回答

回答者数 =

ある 754

ない 534

58.0

51.1

38.7

42.9

3.1

5.4

0.3

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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食事に対して「感謝する」気持ちの度合いと学校以外の場所での農作物の栽培体験や手伝いの

有無について 

 

＜高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつの頻度と親子や個人での料理教室への参加有無に

ついて 

 

＜小学５年生、中学２年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

（
学
校
以
外
の
場
所
で
の
農
作
物
の 

栽
培
体
験
や
手
伝
い
の
有
無
） 

（食事に感謝する気持ちの度合い） 

（
親
子
や
個
人
で
の
料
理
教
室
へ
の 

参
加
有
無
） 

（「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつの頻度） 

いつも感謝の気持ちをもっている 感謝の気持ちをわすれるときがある

まったく感謝の気持ちはもっていない 無回答

回答者数 =

ある 148

ない 124

64.2

58.9

33.8

33.9

1.4

6.5

0.7

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

ある 323

ない 961

74.0

70.0

21.1

23.1

4.6

6.7

0.3

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつもしている 忘れるときがある していない 無回答
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基本目標２～健康づくり～ 食を通して、健康な体を育みます 

朝食の欠食、朝食における野菜の摂取、食事の栄養バランスに気を付け

るなど、バランスのとれた食生活については、改善が見られません。一方、

適正体重を維持する食事量の理解やよく噛んで食べる、食の安全に関する

項目は改善しています。 

日ごろの食生活の乱れや栄養の偏りは、肥満や生活習慣病の一因となっ

ており、バランスのとれた食生活を送ることが重要です。 

基本施策 目標項目 種類 
18 歳 
以上 

高２ 
中２ 
小５ 

小２ 
園児 

（１）バランスのとれた食
生活の大切さを伝えま
す 

⑦朝食の欠食割合を減ら
す 

当初値 

（Ｈ25） 
9.7％ 9.4％ 3.8％ 1.2％ 

目標値 

（Ｈ30） 
7.0％ 5.0％ 3.0％ 0.0％ 

現状値 

（Ｈ30） 
10.4％ 10.3％ 4.5％ 1.8％ 

評価 C C C C 

⑧朝食に野菜を食べてい
る人の割合を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
31.1％ 15.0％ 28.9％ 16.9％ 

目標値 

（Ｈ30） 
50.0％ 50.0％ 80.0％ 80.0％ 

現状値 

（Ｈ30） 
28.4％ 19.0％ 25.1％ 13.9％ 

評価 C B C C 

⑨食事バランスガイドの
認知度を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
33.8％ 27.7％   

目標値 

（Ｈ30） 
60.0％ 60.0％   

現状値 

（Ｈ30） 
― ―   

評価 D D   

⑩食事の栄養バランスに
気を付けている人の割
合を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
48.4％ 25.7％ 37.7％ 64.3％ 

目標値 

（Ｈ30） 
60.0％ 60.0％ 70.0％ 80.0％ 

現状値 

（Ｈ30） 
45.5％ 25.6％ 36.7％ 57.3％ 

評価 C C C C 

（２）望ましい食習慣を身
に付け、生活習慣病を予
防します 

⑪肥満者の割合を減らす 

当初値 

（Ｈ25） 
10.8％ 5.8％ 6.4％  

目標値 

（Ｈ30） 
8.0％ 5.0％ 5.0％  

現状値 

（Ｈ30） 
12.4％ 7.8％ 

小5 男 
6.2％ 

小5 女 
5.2％ 

中2 男 
4.1％ 

中2 女 
5.6％ 

 

評価 C C A  
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基本施策 目標項目 種類 
18 歳 
以上 

高２ 
中２ 
小５ 

小２ 
園児 

（２）望ましい食習慣を身
に付け、生活習慣病を予
防します 

⑫メタボリックシンドロ
ームの認知度を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
82.5％ 53.3％   

目標値 

（Ｈ30） 
90.0％ 80.0％   

現状値 

（Ｈ30） 
79.2％ 57.1％   

評価 C B   

⑬自分の適正体重を維持
する食事量を理解し実
践している人の割合を
増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
22.1％    

目標値 

（Ｈ30） 
40.0％    

現状値 

（Ｈ30） 
23.0％    

評価 B    

⑭よく噛んで食事をする
人の割合を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
39.7％ 32.3％ 41.4％ 38.9％ 

目標値 

（Ｈ30） 
50.0％ 50.0％ 50.0％ 50.0％ 

現状値 

（Ｈ30） 
43.2％ 38.8％ 47.3％ 35.2％ 

評価 B B B C 

（３）食の安全について関
心を高めます 

⑮買い物時に食品表示を
必ず確認する人の割合
を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
54.5％ 24.7％   

目標値 

（Ｈ30） 
70.0％ 50.0％   

現状値 

（Ｈ30） 
58.3％ 31.5％   

評価 B B   

 

① 朝食の欠食状況 

朝食の欠食状況と就寝時間をみると、小学２年生、園児では午後９時台

以前に比べ午後10時台以降で朝食の欠食者の割合が高くなっています。

小学５年生、中学２年生では就寝時間が遅くなるほど朝食の欠食者の割合

が高く、高校生においては午前０時より遅い就寝時間で欠食者の割合が高

くなっています。 

朝食の欠食理由として、「時間がないから」の割合も高くなっており、就

寝時間が遅くなると、起床時間が遅くなることも考えられ、規則正しい生

活を送り、「早寝早起き朝ごはん」を実践していく必要があります。 
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朝食の欠食状況と就寝時間について 

＜小学２年生、園児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学５年生、中学２年生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（朝食の摂取状況） 

回答者数 =

午後８時より早い 41

午後８時台 320

午後９時台 612

午後10時台 119

午後11時より遅い 5

決まっていない 8

100.0

97.8

97.1

87.4

60.0

62.5

0.9

1.8

8.4

20.0

0.9

1.0

3.4

20.0

25.0

0.3

0.2

0.8

12.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答

（
就
寝
時
間
の
状
況
） 

回答者数 =

午後８時より早い 4

午後８時台 22

午後９時台 305

午後10時台 430

午後11時台 328

午前0時より遅い 69

決まっていない 131

75.0

100.0

95.7

93.0

86.0

76.8

80.9

3.0

4.0

7.6

10.1

8.4

0.7

0.9

1.8

7.2

4.6

25.0

0.7

1.6

4.0

5.8

6.1

0.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（朝食の摂取状況） 

（
就
寝
時
間
の
状
況
） 

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答
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朝食の欠食状況と就寝時間について 

 

＜高校生＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食の欠食状況と栄養のバランスを考えた食事の状況をみると、栄養の

バランスに気を付けている人ほど、朝食を摂取している人の割合が高くな

っています。栄養バランス等、食事に対する意識を高めるとともに、朝食

の摂取等の実践を促進していく必要があります。 

 

朝食の欠食状況と栄養のバランスを考えた食事の状況について 

 

＜18歳以上＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（朝食の摂取状況） 

回答者数 =

午後９時より早い 6

午後10時台 23

午後11時台 134

午前0時より遅い 78

決まっていない 31

100.0

91.3

91.8

62.8

77.4

3.0

17.9

9.7

4.3

4.5

5.1

6.5

4.3

0.7

14.1

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（朝食の摂取状況） 

（
就
寝
時
間
の
状
況
） 

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答

回答者数 =

いつも気をつけて
いる

205

ときどき気をつけ
ている

206

気をつけていない 37

92.7

85.0

62.2

2.4

2.4

8.1

2.0

2.9

13.5

2.9

9.7

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%（
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
の
状
況
） 

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答
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②朝食における野菜の摂取状況 

朝食の野菜摂取頻度と栄養バランスを考えた食事の状況をみると、栄養

バランスを考えた食事に気を付けている人ほど、朝食において野菜を摂取

している頻度が高くなっています。栄養バランス等、食事に対する意識を

高めるとともに、朝食での野菜摂取等の実践を促進していく必要がありま

す。 

朝食の野菜摂取頻度と栄養バランスを考えた食事の状況について 

＜小学２年生、園児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食の野菜摂取頻度と朝食を家族と一緒に食べる頻度をみると、朝食を

家族と一緒に食べる頻度が多いほど、朝食において野菜を摂取している頻

度が高くなっています。朝食等、家族と一緒に食べることで、食事のマナ

ーや料理についての関心が高くなり、野菜をはじめ、様々な栄養も摂りや

すく、楽しく、おいしく食べることができます。そのため、朝食を含め、

家族と一緒に食べる機会を増やし、野菜など栄養バランスのとれた食生活

を促進していくことが重要です。 

 

朝食の野菜摂取頻度と朝食を家族と一緒に食べる頻度について 

＜小学２年生、園児＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
朝
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
頻
度
） 

（朝食の野菜摂取頻度） 

（
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
の
状
況
） 

（朝食の野菜摂取頻度） 

回答者数 =

いつも気をつけて
いる

634

ときどき気をつけ
ている

441

気をつけていない 26

20.5

5.2

8.5

7.9

17.8

16.3

7.7

53.0

70.1

92.3

0.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答

回答者数 =

ほとんど毎日食べ
ている

873

１週間に４～５日く
らい食べている

64

１週間に２～３日く
らい食べている

81

ほとんどひとりで
食べている

86

16.0

7.8

4.9

5.8

8.7

12.5

6.2

1.2

17.9

15.6

17.3

10.5

57.2

64.1

71.6

82.6

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど毎日食べている １週間に４～５日くらいは食べている

１週間に２～３日くらいは食べている ほとんど食べていない

無回答
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③栄養バランスを考えた食事の状況とＢＭＩの状況 

栄養バランスを考えた食事の状況とＢＭＩの状況をみると、栄養バラン

スを考えた食事に気を付けている人で、ＢＭＩの標準の割合が高くなって

います。気を付けていない人ほど肥満の割合が高くなっており、普段から

栄養バランスを考えた食事に気を付けることで、食生活が改善し、肥満等、

生活習慣病予防にもつながることが考えられ、栄養に関する正しい知識を

身に付け、栄養バランスを意識した食生活を実践していくことが重要です。 

 

栄養バランスを考えた食事の状況とＢＭＩの状況について 

＜18歳以上市民＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適正なカロリーの摂取とＢＭＩの状況をみると、適正なカロリーをとる

ことに気を付けている人ほど、ＢＭＩの標準の割合が高くなっています。

適正な食事量を知り、栄養成分表等を活用しながら、健康的な食生活を行

うことが重要です。 

 

適正なカロリーの摂取とＢＭＩの状況について 

＜18歳以上市民＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  

（
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た 

 

食
事
の
状
況
） 

（ＢＭＩの状況） 

回答者数 =

いつも気をつけて
いる

196

ときどき気をつけ
ている

194

気をつけていない 34

11.2

7.7

14.7

73.0

74.2

61.8

10.2

13.9

17.6

5.6

4.1

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やせ 標準 肥満 無回答

回答者数 =

いつも気をつけて
いる

124

ときどき気をつけ
ている

216

気をつけていない 85

5.6

10.6

14.1

77.4

74.1

62.4

11.3

10.6

18.8

5.6

4.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

やせ 標準 肥満 無回答

（
適
正
な
カ
ロ
リ
ー
を
と
る
） 

（ＢＭＩの状況） 
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④メタボリックシンドロームの認知度 

メタボリックシンドローム※（内臓脂肪症候群）の認知度と生活習慣病の

予防や改善に向けた食生活の実践状況をみると、生活習慣病の予防や改善

に向けた食生活を実践している人ほど、メタボリックシンドロームの認知

度が高くなっています。メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満

に加え、高血糖、高血圧、脂質異常などの生活習慣病のリスクが重なって

いる状態であり、こうした知識を知っている人ほど、生活習慣病予防に向

けた取組を実践していることが考えられます。食生活と生活習慣病のつな

がりを認識し、意識を高めていくことが重要です。 

 

※メタボリックシンドローム：内臓の周囲に脂肪がたまり、それに加えて高血糖・高血

圧・高脂血・高コレステロールのうち複数を併せもった状態のこと。 

 

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の認知度と 

生活習慣病の予防や改善に向けた食生活の実践状況について 

 

＜18歳以上市民＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

いつも実践してい
る

105

ときどき実践して
いる

207

あまり実践してい
ない

96

まったく実践して
いない

40

84.8

84.5

71.9

57.5

14.3

15.5

28.1

32.5

1.0

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も意味も知っている 言葉は知っているが、意味は知らない

言葉も意味も知らない 無回答

（
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
に 

 

向
け
た
食
生
活
の
実
践
状
況
） 

（メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）という言葉の認知度） 
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基本目標３ ～環境づくり～ 食に関する環境を整えます 

無駄や廃棄の少ない食事づくりを積極的に行っている人の割合は目標

を達成しており、環境にやさしい食生活や活動が進んでいることがうかが

えます。また、地元食材をいつも購入するように努めている人の割合は改

善しており、「いつも購入するようにしている」人の割合だけでなく、「と

きどき購入するようにしている」人の割合も増加しており、地産地消の意

識が高まっていることがうかがえます。 

 

基本施策 目標項目 種類 
18 歳 
以上 

高２ 
中２ 
小５ 

小２ 
園児 

（１）環境にやさしい食生
活や活動をすすめます 

⑯無駄や廃棄の少ない食
事づくりを積極的に行
っている人の割合を増
やす 

当初値 

（Ｈ25） 
35.1％    

目標値 

（Ｈ30） 
50.0％    

現状値 

（Ｈ30） 
50.1％    

評価 A    

（２）地産地消をすすめま
す 

⑰地元食材をいつも購入
するように努めている
人の割合を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
11.2％    

目標値 

（Ｈ30） 
30.0％    

現状値 

（Ｈ30） 
11.5％    

評価 B    

⑱保育園・学校給食におけ
る地場産物を利用する
割合を増やす 

当初値 

（Ｈ25） 
42.5％ 

目標値 

（Ｈ30） 
50.0％ 

現状値 

（Ｈ29） 
36.0％ 

評価 C 
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４ 重点課題 

調査結果から、基本目標２：健康づくりの中の、バランスのとれた食生

活については改善が見られない項目が多く、「バランスのとれた規則正し

い食生活の実践」が重点課題となっています。そこで、食育推進計画の改

定にあたっては、「バランスのとれた規則正しい食生活の実践」を重点取組

とすることが必要であると考えられます。バランスのとれた食生活は、健

康的な心身をつくり、活力ある日常生活を支える上で不可欠です。日ごろ

の食生活の改善を進めることで、食育への関心が高まることも期待されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 


